
　
１
２
月
１
８
日
、
行
田
市
産
業

文
化
会
館
（
ベ
ル
プ
ラ
ス
）
ホ
ー

ル
で
、
行
田
市
民
大
学
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　
左
右
の
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
が
受
付
を
終
え
て
開
場
を
待

つ
あ
ふ
れ
る
人
々
を
お
迎
え
し
、

万
雷
の
拍
手
の
な
か
で
幕
が
上
が

っ
た
。

　
行
田
市
民
大
学
今
村
武
蔵
理
事

長
は
「
現
在
、
行
田
市
民
大
学
で

は
１
５
期
・
１
６
期
生
が
学
習
中

で
す
。
本
コ
ン
サ
ー
ト
も
講
座
の

一
つ
で
す
。
令
和
８
年
度
１
７
期

生
の
受
講
生
募
集
が
始
ま
り
ま
し

た
。
新
し
い
出
会
い
も
、
学
び
も
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
ぜ
ひ

入
学
い
た
だ
き
共
に
学
ぶ
楽
し
さ

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
挨

拶
し
た
。

　
行
田
ふ
る
さ
と
検
定
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
行

田
市
の
歴
史
、
自
然
、
社
会
経

済
、
市
政
な
ど
、
行
田
市
民
と

し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
事
項
を

市
民
大
学
卒
業
生
が
問
題
に
し

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順

次
掲
載
し
て
行
き
ま
す
。

例
題
「
●
行
田
市
は
、
各
都
市

と
友
好
都
市
を
結
ん
で
い
ま
す

が
、
友
好
都
市
を
結
ん
で
い
な

い
都
市
は
ど
こ
で
す
か
」

　
ア
　
静
岡
県
浜
松
市
　
　

　
イ
　
三
重
県
桑
名
市
　
　

　
ウ
　
福
島
県
白
河
市
　
　
　

答
は
、
本
紙
裏
面
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
に
は
他
の
問
題
と

解
答
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
厳
か
に
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
９
　
合
唱
付

き
」
。
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
の
響
き
と

合
唱
。
行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会

の
皆
様
の
演
奏
と
コ
ー
ラ
ス
隊
に

よ
る
歓
喜
の
歌
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
定
番
と

な
っ
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」

「
ラ
ス
ト
ク
リ
ス
マ
ス
」
「
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ
」
「
オ
ー
・
ホ
ー
リ

ー
・
ナ
イ
ト
」
の
馴
染
み
の
曲
が

続
い
て
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ

た
。
曲
間
に
楽
器
や
ク
リ
ス
マ
ス

の
過
ご
し
方
な
ど
話
が
は
ず
み
、

一
緒
に
手
で
拍
子
を
取
り
な
が
ら

口
ず
さ
む
来
場
者
も
見
ら
れ
、
和

や
か
で
楽
し
い
演
奏
だ
っ
た
。

　
第
２
部
は
「
忍
城
甲
斐
姫
物
語

音
楽
劇
」
行
田
市
民
大
学
ク
リ
ス

マ
ス
特
別
公
演
。
コ
ー
ラ
ス
隊
も

着
物
姿
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
お
二
人
も

美
し
い
打
掛
を
羽
織
っ
て
登
場
。

物
語
の
進
行
と
二
人
の
ソ
プ
ラ
ノ

の
歌
声
に
出
演
者
の
舞
台
表
現
が

相
ま
っ
て
絶
妙
だ
っ
た
。

　
地
元
で
愛
さ
れ
て
い
る
「
甲
斐

姫
」
の
物
語
を
音
楽
に
の
せ
た
音

楽
劇
は
、
新
鮮
で
来
場
者
の
皆
様

は
楽
し
く
聴
き
入
っ
て
い
た
。

行田アンサンブル協会の
皆様とコーラス隊の皆様

今村武蔵理事長



　
受
講
生
募
集
要
項
お
よ
び
申
込

書
は
教
育
委
員
会
・
各
公
民
館
等

に
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
裏
面
に

あ
り
ま
す
。

行田ケーブルテレビ新春特番（あけおめっ！）収録ニ学年　友好都市訪問（白河小峰城）

講義風景一学年　行田自然観察会（中条堤）

一学年・ニ学年　合同講義

一学年・ニ学年　ストレッチ体操


